
 

  

 

 
平成１６年４月１５日 

日本原子力発電株式会社 

 

 
 

平成１６年度 敦賀発電所年間保守運営計画について 
 

 当社は、敦賀発電所における平成１６年度の保守・運営計画を、以下のとおり策定い

たしましたのでお知らせします。なお、本計画については、安全協定に基づき自治体に

対して報告を行っております。 
 
１． 運転計画（図－１参照） 
（１） 運転計画 

敦賀発電所１号機（以下１号機という）の設備利用率は８５.７％（時間稼働率は

８９.３％）、敦賀発電所２号機（以下２号機という）の設備利用率は８１.７％（時

間稼働率は８３.８％）を計画しています。 
（２） 定期検査計画 

１号機は平成１６年９月中旬から１０月下旬に、第２９回定期検査を行う計画で、

２号機は平成１６年１２月中旬から平成１７年２月中旬に、第１４回定期検査を行

う計画です。 
（３） 燃料取替計画（定検時） 

１号機は第２９回定期検査において６４体を、２号機は第１４回定期検査におい

て７６体をそれぞれ新燃料に取替える計画です。 
 
２． 原子炉設置変更許可申請計画 
原子炉等規制法に基づく「原子炉設置変更許可申請」については、１，２号機共に今

年度の計画はありません。 
 
３． 主要設備の増・改造工事計画（表－１参照） 
 １，２号機では共通設備も含め、主要設備の増設及び改造工事を表－１のとおり計画

しています。 
 
４． 燃料輸送計画 
（１）新燃料 

１号機では平成１６年度第２四半期に６４体を、２号機では平成１６年度第２四

半期に６４体の新燃料集合体をそれぞれ輸送する計画です。 
 



 

  

 
発電所名 輸送体数 搬出元事業者名 輸送時期 

敦賀発電所１号機 ６４ 
（株）グローバル・ニュークリア・ 

フュエル・ジャパン 
第２四半期 

敦賀発電所２号機 
２８ 三菱原子燃料（株） 

第２四半期 
３６ 原子燃料工業（株） 熊取事業所 

（注）輸送体数、時期は変更されることがあります。 
 
（２）使用済燃料 

１号機では、今年度の輸送計画はありません。 
また、２号機では、現在日本原燃株式会社六ヶ所再処理工場が使用済燃料の搬入を

中断しているため、輸送時期については調整中です。 
発電所名 輸送体数 搬出元事業者名 輸送時期 

敦賀発電所１号機 今年度は計画無し 

敦賀発電所２号機 ４２ 
日本原燃（株） 
六ヶ所再処理工場 

調整中 

 
５． 低レベル放射性固体廃棄物輸送計画 

今年度の計画はありません。 
 
 

参考資料：平成１５年度年間保守運営実績 
 
 

以上 
 
 
 
添付資料 
・図－１ 平成１６年度運転計画 
・表－１ 設備の増設および改造工事計画 
・参考図－１ （１号機）フィルタスラッジ貯蔵タンク点検工事 
・参考図－２ （２号機）循環水系海水電解装置設置工事 
・参考図－３ （２号機）海生物回収設備改造工事 

（共 通）クラゲ処理装置設置工事 
・参考図－４ （共 通）雑固体減容処理設備設置工事 
・参考図－５ （共 通）多目的架台設置工事 
・参考資料 平成１５年度年間保守運営実績 





 

 

表１ 

設備の増設および改造工事計画 

 

号 機 件 名 工 期 概 要 

１号機 フィルタスラッジ貯

蔵タンク点検工事 

平成 16年度 平成１３年１２月に発生したフィルタスラッジ貯蔵タンク底部（Ａ）（Ｂ）か

らの漏えい事象の反映として、（Ｃ）（Ｄ）タンクの外観点検及び内部点検を実

施する。その際、建屋屋上に仮設上屋を設け、その中にスラッジ移送配管を設

置する。 

（参考図－１） 

２号機 循環水系海水電解装

置設置工事 

平成 15～16年度 

(平成 15年度から実施) 

循環水系海水配管等への貝類等の付着を低減させ、定期検査時の除貝作業に

おける作業環境の改善並びに周辺環境の改善を図るため、海水電解装置を設置

する。 

（参考図－２） 

海生物回収設備改造

工事 

平成 16年度 海生物回収容量の増加を図るため、既設の２号機海生物回収用除芥ピットを

拡大する。 

（参考図－３） 

1･2 号

機共通 

雑固体減容処理設備

設置工事 

平成 10～16年度 

(平成 10年度から実施) 

１，２号機の雑固体廃棄物及び１号機で発生する復水脱塩装置使用済樹脂等

を減容処理するため、１，２号機共用の雑固体減容処理設備を設置する。 

（参考図－４） 

多目的架台設置工事 平成 14～16年度 

(平成 14年度から実施) 

発電所正門付近の道路の渋滞の緩和及び定期検査時における資材置き場等の

多目的スペースを確保するため１号機取水路上部に多目的架台を設置する。 

（参考図－５） 

クラゲ処理装置設置

工事 

平成 16年度 ２号機海生物回収用除芥ピットに回収されたクラゲは、これまで廃棄物とし

て処理してきたが、固形物と水を分離することにより、廃棄物低減を図り、環

境へ配慮した減容処理装置を設置する。 

（参考図－３） 
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